











































（Abū Ya‘qūb al-Kindī; ca. 800-ca. 870）はその最初の哲学者に位置づけられる。
彼に続く哲学者にラーズィー（Abū Bakr al-Rāzī; 865-925/932）とファーラー
ビー（Abū Nasr al-Fārābī; ca. 870-950）がいる。ファーラービーがイスラーム
世界に哲学を基礎付け、西暦 11 世紀にそれを継承したイブン＝スィーナー
（アヴィセンナ；Abū ‘Alī ibn Sīnā; ca. 980-1037）がアリストテレス系の哲学
を独自に体系化し集大成した。その後、イブン＝ルシュド（アヴェロエス；Abū 
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